
教育研究機関としての役割

「個を高め、社会的責任を果たす学園の創造と運営」

自分を超える、未来をつくる。
Creating a Future Beyond Borders

自然・社会との協働・共生

人材育成
「学習者が中心となる教育の実現」

学術研究の発展
「研究基盤の強化とさらなる発展の追求」

学びの
コミュニティピアサポート

学生文化 知的協働体

新しい学問領域の創出

他者と共に生きる
豊かな人間関係の創出

地域社会の再生・創出

人間、地域、世界、地球が直面する課題の解決

人類と地球の、持続可能で豊かな未来をつくるために。
私たちは、「教育」「研究」「社会との関わり」を通して、
ひとりひとりがつながり、多様なコミュニティをうみだすなかで、個を高め、
世界の課題に応える力を身につけます。
そして、
私たち自身の、組織の、地域や国の、制度の、さまざまな
“B o r d e r”を超え、
その力を発揮し、社会に貢献していきます。

人材育成では、これまで多様な学生・生徒・児童の学びと成長のコミュニティの形成を支援し、学生・生徒・児童の学び合いの

文化を培ってきました。さらに、キャンパスを越え、国境を越え、様々な連携のもと、多様な学びと成長の場を提供してきまし

た。こうした私たちの到達点を一層高めるとともに、さらに、学生・生徒・児童のひとりひとりの視点に立ち、学ぶ主体としての

実践を重視した「学習者中心の教育」に取り組みます。

● 個（ひとりひとり）を重視し、多様性を重視する学習者中心の教育の実現

● ピアサポート、学生・生徒・児童の自主的・自律的なコミュニティ形成などを通して、多様な学びと成長を支援

● キャンパスを越えた多様な社会的・国際的連携による教育の強化

● 学習者中心の連携による一貫教育の展開

● 立命館学力（確かな学力+企画力・行動力・応用力・積極性・倫理性・国際性）の構築

● 立命館アジア太平洋大学（APU）の取り組みに学ぶなど、立命館学力を保証する先進的な教育方法の創出

● 学生・生徒・児童の総合的な支援体制の構築

学習者が中心となる教育の実現

私たちは、学園ビジョン R 2 02 0 で示される学園像を実現するために、

□  他者と共に生きる豊かな人間関係の創出

□  地域社会の再生・創生

□  自然・社会との協働・共生

□  新しい学問領域の創出

を学園が目指すべき、主要な方向性とします。

そして、これまで立命館学園が培ってきた " C h a l l e n g e "と " I n n o v a t i o n " を活かし、立命館学園を跳

躍台として、社会に羽ばたいていく「学習者が中心となる教育の実現」と、社会の様々な課題の解決

への寄与、および研究の多様な役割を追求する「研究基盤の強化」に取り組みます。また、それを支

えるために、「個を高め、社会的責任を果たす学園の創造」を進めていきます。

以下に、それらにおいて着目すべき視点を示します。

学園ビジョンR2020を実現するために

私たち立命館学園は、202 0 年にめざすべき方向性を「学園ビジョン R 2 02 0」として掲げます。
人材育成および学術研究の発展という教育研究機関としての役割を果たすことを通して、社会に貢献します。

❸❷

自 分 を 超 え る 、未 来 を つ く る 。
C r e a t i n g  a  F u t u r e  B e y o n d  B o r d e r s

未 来 を つ く る

自 分 を 超 え る

自分とは、ひとりひとりの個であり、個が所属するさまざまな集まりも指しています。

立命館学園での学びを通して、互いの価値を認め合いながら、

それらが抱える境界や限界など既存の枠を超えて踏みだすことで

自らの可能性をひろげていきます。

私たちは、多様なコミュニティをつくり、つながり、新しい価値を創造しながら、

ひとりひとりが未来の確かな力となる学園をつくります。
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人類と地球の、持続可能で豊かな未来をつくるために。
私たちは、「教育」「研究」「社会との関わり」を通して、
ひとりひとりがつながり、多様なコミュニティをうみだすなかで、個を高め、
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そして、
私たち自身の、組織の、地域や国の、制度の、さまざまな
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学術研究では、従来の学問領域を超えた研究の融合と連携の推進、社会との連携・協力に取り組んできました。これを一層進

めるとともに、人間・地域・世界・地球が直面する課題の解決へ貢献する、多様な学術研究を創出する仕組みづくりに取り組む

必要があります。そのために、研究成果の公開・発信、社会への還元を進め、それを支える研究支援体制や研究基盤の強化に

取り組みます。また、研究をとおした人材育成も重視します。さらに、一貫教育を進める私立総合学園として、学生・生徒・児童

の学習・教育・発達を常に科学的・理論的・実践的に追求する研究に取り組みます。

● 学術研究の成果を社会に還元し、学術研究を通して社会に貢献する理念の追求

● 研究成果の世界と社会への発信

● アジア太平洋地域への貢献を目指したAPUと立命館大学の研究連携

● 学問領域の融合と連携による研究の多様化

● 社会的・国際的連携による研究の強化

● 社会の要請・期待・課題に応じた新たな領域への挑戦

● 研究をとおした人材育成と教育の高度化

● 多様な可能性に繋がる基盤研究の強化

● 理念を実現するための研究支援体制・研究基盤の強化

● 学習・教育と人間に関する研究の推進

研究基盤の強化とさらなる発展の追求

学園に関わる多くの皆さん、学園ビジョン1stドラフトへのご意見をお寄せ下さい

こうした教育・研究に取り組むうえで、私たちは、私学としての主体性を発揮し、教育研究機関としての役割と社会的責任を常

に自覚し、学園創造に取り組みます。また、学園に集う人々を大切にし、時間的・空間的に豊かな学園を実現することを重要な

課題と位置付けます。

● 教育研究機関としての役割と社会的責任の自覚

● 学園に関わる人びとの参加・参画を活かした学園運営の推進

● 社会との連携による学園の豊富化と地域への貢献

● 公正・透明性・倫理性を重視した学園運営

● 教職員の人材育成の重視

● 時間的・空間的に豊かな学園の実現

● 私学が有する可能性・潜在力の発揮
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を学園が目指すべき、主要な方向性とします。

そして、これまで立命館学園が培ってきた " C h a l l e n g e "と " I n n o v a t i o n " を活かし、立命館学園を跳

躍台として、社会に羽ばたいていく「学習者が中心となる教育の実現」と、社会の様々な課題の解決

への寄与、および研究の多様な役割を追求する「研究基盤の強化」に取り組みます。また、それを支

えるために、「個を高め、社会的責任を果たす学園の創造」を進めていきます。

以下に、それらにおいて着目すべき視点を示します。

学園ビジョンR2020を実現するために

　この学園ビジョンは、2020年にむけて、立命館学園が教育、研究、学園創造に具体的に取り組む際

の指針として活用するものとなります。1stドラフトの作成に関わっては、学園の教職員を中心とす

る皆さんとの意見交換を行ってきました。今後、1stドラフトをいっそう充実させるために、学生・生

徒・児童、教職員、卒業生、保護者をはじめとして学園に関わる多くの皆さんとの意見交換を通して、

2010年に最終的な学園ビジョンとして確定していく予定をしています。

　学園内外でさまざまな意見交換の場を設定する予定ですが、直接、学園に関わる皆さんからのご意

見・ご提言をいただく取組みも進めていきます。

　つきましては、以下の質問についてご記入いただき、右記のメールアドレス、もしくはFAXにてご

返信いただきたく、ご協力をお願いします。

［お問い合わせ先］

意見・提言の受付期間：2009 年 11 月 12 日（木）～ 2009 年 12 月 22 日（火）

1st ドラフト意見・提言受付先：学校法人立命館　総合企画室

e-mail：vision@st.ritsumei.ac.jp

Fax：075-813-8132（内線：510-2079）

立命館のHPにも学園ビジョン1stドラフトを掲載しています。
学園に関わる皆さんからのご意見・ご提言はHPからもお寄せいただけますのでご覧ください。
http://www.ritsumei.ac.jp/mng/gl/so-ki/vision_r2020/index.html

１．  2ページの、2020年にめざす立命館学園の方向性について、盛り込むべき内容があればご記入下さい。

２．  3ページの教育の取組みに関して、盛り込むべき内容があればご記入下さい。

３．  4ページの研究に関して、盛り込むべき内容があればご記入下さい。

４．  4ページの学園創造・運営に関して、盛り込むべき内容があればご記入下さい。

５．  学園ビジョンR2020の達成にむけて、私たちが向こう数年間の中期計画で取り組むべき重要課題を３つあげるとすれば何ですか。その理由もご記入下さい。

  課題１：

  その理由：

  課題２：

  その理由：

  課題３：

  その理由：

６．  その他、ご意見・ご提案がございましたらご記入下さい。

お名前 所属

頂いたご意見は、最終的な学園ビジョンの策定にむけた検討に活用いたします。
なお、いただいたご意見を、個人を特定できないかたちで、HPで公開させて頂くことがあります。ご了承いただきますよう、よろしくお願い致します。

※「学校法人立命館　個人情報保護基本方針」はこちらでご確認いただけます。http://www.ritsumei.jp/privacypolicy/g01_ j.html

私たち立命館学園は、202 0 年にめざすべき方向性を「学園ビジョン R 2 02 0」として掲げます。
人材育成および学術研究の発展という教育研究機関としての役割を果たすことを通して、社会に貢献します。
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C r e a t i n g  a  F u t u r e  B e y o n d  B o r d e r s
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自分とは、ひとりひとりの個であり、個が所属するさまざまな集まりも指しています。

立命館学園での学びを通して、互いの価値を認め合いながら、

それらが抱える境界や限界など既存の枠を超えて踏みだすことで

自らの可能性をひろげていきます。

私たちは、多様なコミュニティをつくり、つながり、新しい価値を創造しながら、

ひとりひとりが未来の確かな力となる学園をつくります。




